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東
北
局
が
管
内
の
林
業
成
長
産
業
化
に

向
け
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た

め
に
は
、
常
に
最
新
の
技
術
や
取
組
に
対

し
て
積
極
的
に
挑
戦
し
、
そ
の
内
容
を
検

証
し
つ
つ
地
域
に
定
着
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

森
林
整
備
部
で
は
、
技
術
的
な
裏
付
け

を
も
ち
こ
れ
ら
を
牽
引
で
き
る
人
材
を
育

て
て
い
く
た
め
、
昨
年
度
、
意
欲
あ
る
職

員
を
募
っ
て
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、

林
道
技
術
者
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

（
以
下
、
林
道
P
T
）
は
、
局
署
の
林

道
担
当
者
7
名
か
ら
な
り
ま
す
。

　

林
道
は
、
国
有
林
野
事
業
を
実
施
す
る

う
え
で
重
要
、
不
可
欠
な
施
設
で
あ
る
中

で
、
現
地
や
事
業
な
ど
様
々
な
条
件
に
応

じ
た
路
網
線
形
の
選
定
や
作
設
工
法
の
決

定
と
、
運
材
ト
ラ
ッ
ク
の
安
全
走
行
の
確

保
や
壊
れ
に
く
く
安
定
し
た
路
体
の
作
設

な
ど
、
技
術
的
な
課
題
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
林
道
P
T
で
は
、こ
れ
ら
の
う
ち
、

初
年
度
は
、
①
運
材
ト
ラ
ッ
ク
の
安
全
走

行
と
、
②
安
定
し
た
路
体
の
確
保
を
テ
ー

マ
に
、
作
設
技
術
や
工
法
を
検
討
す
る
こ

と
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。

　

主
な
取
組
内
容
と
し
て
は
、
以
下
の
と

お
り
で
す
。

①
木
材
運
材
ト
ラ
ッ
ク
の
安
全
走
行
の
確
保

　

各
方
面
か
ら
、林
業
専
用
道
は
「
狭
い
」

「
怖
い
」
と
い
う
印
象
が
あ
り
、
木
材
運

材
ト
ラ
ッ
ク
業
者
か
ら
敬
遠
さ
れ
て
い
る
、

と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

昨
年
度
は
10
ｔ
積
み
ト
ラ
ッ
ク
を
走
行
さ

せ
、
助
手
席
に
も
乗
っ
て
み
て
「
何
が
問

題
な
の
か
」
を
検
証
し
ま
し
た
。

　

カ
ー
ブ
で
は
、
運
材
ト
ラ
ッ
ク
の
後
輪

が
路
肩
か
ら
脱
輪
し
な
い
よ
う
に
大
き
く

旋
回
す
る
た
め
、
車
体
前
部
が
法
面
に

接
近
し
、
繁
茂
し
て
い
る
草
木
に
接
触
し

て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
車
廻
し
に
関
し
て
は
10
ｍ

の
幅
員
に
対
し
ホ
イ
ー
ル
ベ
ー
ス
は
約
7

ｍ
あ
り
、
さ
ら
に
前
後
輪
の
オ
ー
バ
ー
ハ

ン
グ
部
が
あ
る
た
め
、
路
側
に
障
害
が
な

い
両
側
盛
土
の
場
合
は
方
向
転
換
は
容
易

で
あ
る
も
の
の
、
路
側
に
切
土
法
面
が
あ

る
場
合
は
接
触
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

こ
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
今
年
度
は

運
材
ト
ラ
ッ
ク
が
安
全
に
走
行
で
き
る
設

計
・
施
工
に
つ
い
て
試
験
施
工
も
行
っ
て

確
認
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

R=12 外側では草木や崩土が支障となる

R=12 堀割では両側の草木や崩土が支障となる
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安
定
し
た
路
体
を
確
保
す
る
た
め
の
手
段

の
一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
、
鉄
鋼
ス

ラ
グ
を
使
用
し
た
路
盤
工
（
簡
易
舗
装
）
に

つ
い
て
、
昨
年
度
は
実
際
の
施
工
現
場
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
路
盤
は
散
水
と
ロ
ー
ラ
ー
に

よ
る
転
圧
で
固
化
す
る
た
め
、
降
雨
に
よ
る

洗
堀
防
止
と
車
両
通
行
に
よ
る
轍
掘
れ
の
防

止
や
路
盤
か
ら
の
防
草
効
果
が
期
待
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

一
方
で
、
散
水
用

の
水
の
確
保
や
、
急

勾
配
箇
所
で
は
タ
イ

ヤ
が
滑
る
懸
念
が
あ

る
と
い
っ
た
留
意
点

も
学
び
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
過

去
に
鉄
鋼
ス
ラ
グ

路
盤
工
を
施
工
し

た
現
場
に
お
い
て
、

丸
太
の
運
搬
等
に

よ
る
路
盤
の
破
損

状
況
等
を
確
認
し
、

補
修
方
法
、
施
工

方
法
の
見
直
し
等

を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

〈
林
道
技
術
の
確
立
と
こ
れ
ら
を
実
践
で
き

る
技
術
者
の
育
成
を
め
ざ
し
て
〉

　

今
年
度
は
、
林
道
P
T
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
測
量
・
設
計
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
各

メ
ン
バ
ー
が
①
、
②
に
関
す
る
自
主
的
な
取

組
を
定
め
、
今
後
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
通
し
、
様
々
な
課
題
や
そ
の
対

応
策
な
ど
を
経
験
す
る
中
か
ら
、
山
を
見
て

安
全
で
壊
れ
な
い
適
切
な
線
形
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
「
現
場
で
山
を
見
る
力
」
を
養
い
、

技
術
力
の
向
上
・
継
承
が
で
き
る
よ
う
活
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
番
外
編
〉

　

昨
年
10
月
に
発
生
し
た
台
風
19
号
の
影
響

に
よ
り
、
東
北
局
管
内
で
も
記
録
的
な
集
中

豪
雨
が
発
生
し
、
各
所
で
林
道
が
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
復
旧
に
向
け

て
、
宮
城
県
か
ら
要
請
を
受
け
、
登
米
市
と

南
三
陸
町
の
民
有
林
林
道
に
お
け
る
林
道
災

害
査
定
関
連
業
務
を
支
援
す
る
た
め
、
当
局

職
員
が
派
遣
さ
れ
P
T
メ
ン
バ
ー
も
4
名

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
技
術
支
援
に
つ
い
て
、
各
方
面
の
技

術
者
が
参
集
し
、
国
有
林
と
の
工
法
の
違
い

な
ど
技
術
的
な
相
談
を
す
る
中
で
民
有
林
林

道
で
の
工
法
の
選
定
基
準
や
、
査
定
対
象
に

な
る
被
災
状
況
な
ど
、
民
有
林
の
災
害
査
定

業
務
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

終点車廻しの計測状況（ドローンにて空撮）鉄鋼スラグ施工状況（ローラー転圧）

外業（現地測量）

路側ぎりぎりまで使って旋回する 10t 積トラック

鉄鋼スラグ施工後の路面状況

内業（図面、数量計算書作成）
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今年も多くの参加者が集まった
光が丘ボランティア活動

子供から大人まで
ボランティア活動に汗を流しました。
（光が丘ボランティア活動）

西荒瀬保育園　海岸国有林での
親子枝打ち体験

遊々の森での活動支援
（きのこほだ木設置）

クロマツ林散策（松くい虫被害について
説明を受ける園児たち）

　
庄
内
森
林
管
理
署
で
は
、
山
形
県

北
西
部
の
２
市
３
町
に
ま
た
が
る
約

９
万
２
千
５
百
ha
の
国
有
林
を
管
理

し
て
い
ま
す
。
管
内
西
側
に
は
日
本

海
を
臨
み
、
２
市
１
町
を
跨
ぐ
南
北

約
34
㎞
の
日
本
海
沿
岸
ク
ロ
マ
ツ
海

岸
国
有
林
が
広
が
り
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
酒
田
港
周
辺
に
位
置

す
る
海
岸
国
有
林
は
、
森
林
環
境
教

育
に
適
し
て
お
り
、
地
域
の
学
校
等

に
よ
る
自
然
環
境
教
育
や
憩
い
の
場

と
し
て
多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
保
育
園
児
の
森

林
体
験
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る

「
遊
々
の
森
」
で
の
活
動
と
、
市
民

の
憩
い
の
場
「
万
里
の
松
原
」
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

１
．「
し
ん
ち
ゃ
ん
の
森
」
の
活
動

　
平
成
22
年
に
「
遊
々
の
森
」
と
し

て
西
荒
瀬
保
育
園
（
酒
田
市
）
と
協

定
締
結
し
た
「
し
ん
ち
ゃ
ん
の
森
」

は
、
保
育
園
庭
に
隣
接
し
、
園
児
達

の
自
然
環
境
教
育
の
場
、
森
林
の
遊

び
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
と
と
も

に
、
植
栽
、
下
刈
、
枝
打
ち
等
の
森

林
整
備
活
動
が
親
子
行
事
と
し
て
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
遊
び
場
と
し
て
の
通
年

活
動
の
ほ
か
、
６
回
の
活
動
が
実
施

さ
れ
、
当
署
職
員
や
朝
日
庄
内
森
林

生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
職
員
が
、
４

月
の
き
の
こ
の
ほ
だ
木
置
き
場
設
置

や
こ
ま
打
ち
、
６
月
の
草
刈
り
等
、

園
児
と
保
護
者
を
対
象
に
環
境
教
育

を
交
え
た
安
全
指
導
等
の
活
動
支
援

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

し
ん
ち
ゃ
ん
の
森
を
飛
び
出
し
、
親

子
行
事
と
し
て
、
近
隣
の
海
岸
国
有

林
内
で
ク
ロ
マ
ツ
の
枝
打
ち
作
業
や

ク
ロ
マ
ツ
林
散
策
が
実
施
さ
れ
る
な

ど
活
発
な
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

　
令
和
２
年
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
園

の
活
動
内
容
が
高
く
評
価
さ
れ
、「
国

民
の
森
林
づ
く
り
や
森
林
環
境
保
護

に
功
労
の
あ
っ
た
者
に
対
す
る
局
長

感
謝
状
」
の
贈
呈
を
受
け
て
い
ま

す
。

　
毎
年
、
次
年
度
活
動
計
画
に
つ
い

て
保
育
園
職
員
と
打
合
せ
を
行
い
、

要
望
を
聞
き
取
り
の
う
え
、
実
現
に

向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
な
か
で
、
万
里
の
松
原
で

活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
、

活
動
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の

提
供
は
も
と
よ
り
、
連
携
の
輪
を
広

げ
、
園
児
達
に
貴
重
な
森
林
体
験
の

場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

２
．「
万
里
の
松
原
自
然
観
察

教
育
林
」
の
活
動

　
こ
こ
は
、
酒
田
市
街
地
に
位
置
す

る
モ
デ
ル
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森

で
す
。
周
辺
に
は
、
小
中
学
校
や
高

校
、
運
動
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
が

あ
り
、
遊
歩
道
や
遊
具
が
整
備
さ

れ
、
散
策
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
場
と
し

て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
６
月
と
９
月
の
２
回
開
催

さ
れ
た
「
光
が
丘
森
林
整
備
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
は
、
酒
田
市
主
催
の

大
規
模
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一

つ
で
す
。
県
、
地
元
森
林
組
合
、
大

学
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ほ
か
庄

内
森
林
管
理
署
も
協
賛
し
、
各
回
と

も
一
般
参
加
者
を
含
む
約
70
名
が
光

が
丘
地
区
（
公
有
林
）、
万
里
地
区

（
国
有
林
）
に
分
か
れ
、
下
刈
、つ
る

切
り
、
枯
れ
枝
や
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
万
里
の
松

原
に
ほ
ど
近
い
高
等
学
校
生
に
よ
る

枝
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の「
全
校
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
」、
地
元
小
中
学
生

に
よ
る
「
林
業
体
験
（
枝
打
ち
）」等

な
ど
、
年
間
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
先
人
達
に
よ
っ
て
植
林
さ
れ
た
庄

内
砂
丘
の
ク
ロ
マ
ツ
林
は
、
飛
砂
、

強
風
か
ら
地
域
を
守
り
、
暮
ら
し
や

産
業
の
基
盤
と
な
る
歴
史
的
遺
産
と

し
て
捉
え
ら
れ
、
小
、
中
、
高
、
大

学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
様
々
な
世
代

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た
森
林

づ
く
り
活
動
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
守
り
、
地
域
に
守
ら
れ
る

海
岸
国
有
林
を
、「
地
域
に
愛
さ
れ

る
美
し
い
森
林
」
と
し
て
後
生
へ
引

き
継
ぐ
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
海
岸
林

造
成
、
松
く
い
虫
防
除
対
策
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
砂
防
林
の
大
切
さ

を
次
世
代
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
活

動
支
援
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

美しい森林づくり
教
育
・
文
化
・
暮
ら
し
・
良
好
な
環
境
を

地
域
と
共
に
次
世
代
へ

庄
内
森
林
管
理
署

遺伝解析から読み解くクマの動き
森林総合研究所東北支所　大西 尚樹

ー columnー
森のおはなし

クマはどんな場所を好んだり避けたりして行動しているか？
　近年、各地でクマの出没が相次ぎ社会問題となってお
り、クマの行動を捉えて管理していくことが求められてい
ます。そこで冒頭の疑問がわいてくるわけですが、この問
題の解決方法として「クマに電波発信機をつけて追っかけ
てみれば良いのでは？」と考える人が多いのではないで
しょうか？私たちの生活の中で日常的に使っているスマホ
やカーナビでおなじみのGPSが野生動物の調査でも使われ
るようになり、GPSを備えた首輪を捕獲したクマに装着し
て、その行動を追いかけるという手法も進みつつありま
す。しかし、今回はもう一つの技術革新である遺伝子解析
を使ってクマが苦手とする場所を見つけ出した、という研
究を紹介します。
　一般的に、野生生物では個体間の地理的な距離が長くな
ると遺伝的な違いが大きくなります。地理的に距離が近い
相手とは交配しやすいけれど、距離が離れるに従い交配す
る機会は減っていきます。そのため、自分の周りには「親
戚」が多く、自分から離れるに従って「他人」が増えてい
きます。このように「距離」が遺伝的な関係性に影響する
ことは以前から知られていましたが、今回紹介する研究は
「地形」と「土地利用」という2つの景観要素が遺伝的な
関係性に影響する度合いを調べたものです。
　青森県南部から宮城県と山形県北部を調査地として148
頭のツキノワグマ（写真1）の遺伝子を調べ、それぞれの
個体の間に存在する景観要素のうち、何が影響しているか
を解析しました。

起伏が苦手
　まずは地形（標高・起伏）の影響を見てみます。現代の
日本ではクマは基本的に山の中に生息していますが、山も
高ければ良いというものでもないでしょう。また、私たち
より体力があると言ったって、やっぱり上り下りを繰り返
すのはイヤなのでは？ということで、3つのモデルを検討
しました。(1)2個体の捕獲地点の標高の平均、(2)個体ペ
アの直線の中の最大の標高差、(3)個体ペアの直線の中の
起伏（凸凹）具合、です。その結果、2個体間の(2)最大標
高差と(3)凸凹具合が大きいほど遺伝的にも違う、という
ことがわかりました。(1)の2個体がいた標高は関係しない
ようです。やはりクマたちも上り下りを繰り返すような動
きは避けているようです。

人が住んでいるエリアも苦手
　次に土地利用の影響を調べてみました。ここでは「抵

抗」という考え方を使います。これは、その景観要素が現
れると「移動しづらくなる程度」を意味します。例えば、
自転車で走行する際の舗装路の抵抗を1とし、砂利道の抵
抗を5とした場合、砂利道は舗装路に比べ5倍の力を要す
る、または同じ力で自転車をこいだ場合は5倍の時間を要
することになります。さて、解析の結果、全個体の組み合
わせで見てみると農地と住宅地が地理的距離に対して25
倍の抵抗を持っていることがわかりました。これをオス・
メスで分けてみると、オスは住宅地の抵抗が5になりまし
たが、メスでは農地、住宅地ともに抵抗は100になりまし
た(図1)。人里へ出没するクマはオスの方が多いことがわ
かっていますが、遺伝解析の結果からも同様のことが示さ
れました。さらに、メスでは湿地や崖、火山性裸地など自
然に開けた場所に対しても100倍の抵抗を示していまし
た。いかにメスが開けたところを避けて行動しているのか
がわかります。しかし、同じ開けたところといっても草原
は抵抗になっていませんでした。これはエサとしての魅力
が草原へ足を運ばせたものと考えられます。

開けた場所を作って出没対策
　クマは開けた場所が苦手、と言われていますが、今回の
研究結果からもそのことが確認されました。クマにとって
住宅地や農地が抵抗となっているといっても、実際にこれ
らが歩きづらいというわけではないはずです。身体的な抵
抗ではなく、心理的な抵抗（プレッシャー）なのでしょ
う。クマが入ってきて欲しくないエリアは、山際などの藪
を刈り払ったりして開けた空間を作ることが有効だと考え
られます。一方で草原が抵抗になっていなかったように、
たとえ開けていてもその先に魅力的な何かがあれば利用す
ることもわかりました。庭先の漬物樽やきちんと管理して
いない生ゴミが発する臭いはクマにとって魅力的でたまり
ません。こうしたクマを引きつけるものを外に放置しない
ことも大事な対策の一つです。また、庭先や集落の周りの
カキやクリの木もクマにとって魅力的なものです。さらに
これらを上り下りしているうちに、住宅地に対する恐怖心
（心理的な抵抗）も薄れていくでしょう。木の幹にトタン
板を巻いてクマが上れないようにしたり、利用予定のない
果樹は切ってしまったりすることも検討してみましょう。

図1.　オス・メスの土地利用抵抗マップ
この図は土地利用ごとの抵抗値で色分けした地図です。赤色
が濃いほど抵抗が強いことを意味しています。図中の●はオ
ス・メスそれぞれの解析に用いた個体が捕獲された場所を示
します。メスの方がオスよりも強い抵抗となっている土地利
用が多いことがわかります。

写真1.　ツキノワグマの親子
関東森林管理局　赤谷森林ふれあい推進センター　提供

オス メス
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遺伝解析から読み解くクマの動き
森林総合研究所東北支所　大西 尚樹

ー columnー
森のおはなし
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いない生ゴミが発する臭いはクマにとって魅力的でたまり
ません。こうしたクマを引きつけるものを外に放置しない
ことも大事な対策の一つです。また、庭先や集落の周りの
カキやクリの木もクマにとって魅力的なものです。さらに
これらを上り下りしているうちに、住宅地に対する恐怖心
（心理的な抵抗）も薄れていくでしょう。木の幹にトタン
板を巻いてクマが上れないようにしたり、利用予定のない
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　私の自宅から車で十数分の近所に面白い湿地①が
あり、ちょっと空いた時間を見つけては生き物を観
察してきました。何が面白いかというと、ここは一
級河川脇の貯木場の跡地で、利用されなくなり長い
年月を経た後、どうやら自然に湿地が再生されたら
しいのです。川の蛇行部の外側に位置しており、元々
は氾濫原の湿地帯だったのでしょう。
　春一番に現れたのはヤマアカガエルのオタマジャ
クシでした②。癒し系の見た目とは裏腹に、この写
真は共食いしている真っ最中。初夏には水辺で羽化
したハラビロトンボ③が沢山見られ、周囲の草原で
は外来種のブタナで吸蜜するツマジロウラジャノメ
④やギンイチモンジセセリ⑤など、希少なチョウ類
も確認できました。生木を食べるゴマダラカミキリ

⑥は、湿地脇に生育するヤナギ類から発生したのか
もしれません。
　盛夏には、夏の季語『行々子』の通りオオヨシキリ
が“ギョギョシ！ギョギョシ！”と賑やかにさえず
ります⑦。餌の昆虫類が豊富なこの場所は、小鳥達
にとっても居心地が良いのでしょう。この湿地の背
後には岩壁がそびえ立ち、そこから小鳥を狙うハヤ
ブサ⑧が･･･。この岩壁上部から見下ろす湿地帯は、
水田と川沿いの道路に挟まれたわずかな空間なので
すが⑨、春～夏の短期間でも生態系ピラミッドの底
辺から頂点まで観察できました。コロナ禍でなかな
か行楽地に行きづらい今こそ、腰を据えて身近な自
然を観察してみませんか？

⑦オオヨシキリ ⑧ハヤブサ ⑨ハヤブサ目線の湿地帯

①自然再生された湿地 ②ヤマアカガエルのオタマジャクシ ③ハラビロトンボ

④ツマジロウラジャノメ ⑤ギンイチモンジセセリ ⑥ゴマダラカミキリ

自然再生された湿地帯

藤里森林生態系保全センター　　専門官　有本　実

―身近な自然観察のすすめ―
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山
形
県
鶴
岡
市
温
海
地
域
。
こ
こ
は
、

１
０
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
あ
つ
み

温
泉
が
あ
り
、
「
あ
つ
み
か
ぶ
」
や
「
し

な
織
」
と
い
っ
た
伝
統
文
化
が
息
づ
く
、

海
と
山
と
水
田
と
が
織
り
な
す
自
然
豊
か

な
風
景
が
広
が
る
地
域
で
す
。
そ
の
東

側
、
朝
日
地
域
と
の
境
に
摩
耶
山
と
い
う

山
が
あ
り
ま
す
。
標
高
は
１
０
１
９
ｍ
と

高
い
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
登
り
ご
た

え
の
あ
る
登
山
道
と
、
山
頂
か
ら
の
眺
望

が
人
気
で
毎
年
多
く
の
登
山
者
が
訪
れ
る

山
で
、
県
指
定
名
勝
地
、
や
ま
が
た
百
名

山
の
一つ
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
山
の
ほ

ぼ
全
域
が
国
有
林
で
あ
り
、
あ
つ
み
観
光

協
会
摩
耶
山
支
部
、
鶴
岡
市
、
庄
内
森

林
管
理
署
で
協
力
し
て
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

5
月
24
日
、
そ
の
摩
耶
山
で
登
山
道
雪

害
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
雪
害
調
査

は
、
冬
が
終
わ
り
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
、
登
山
道
に
危
険
箇
所
が

発
生
し
て
い
な
い
か
調
査
す
る
目
的
で
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
庄
内
森
林

管
理
署
の
ほ
か
、
あ
つ
み
観
光
協
会
摩
耶

山
支
部
、
鶴
岡
市
、
鶴
岡
警
察
署
、
鶴

岡
市
消
防
署
等
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
8
時
に
集
合
し
、
自
己
紹
介

と
日
程
確
認
を
し
た
後
、
２
つ
の
登
山
口

（
越
沢
口
、
関
川
口
）
に
分
か
れ
て
調
査

を
開
始
し
ま
し
た
。
例
年
だ
と
こ
の
時
期

に
案
内
看
板
が
取
り
付
け
ら
れ
た
の
で
、

安
心
し
て
登
れ
る
登
山
道
と
な
り
ま
し

た
。
摩
耶
山
の
お
す
す
め
登
山
時
期
は
、

５
〜
６
月
の
新
緑
の
時
期
と
、
10
月
の
紅

葉
の
時
期
で
す
。
5
月
31
日
に
予
定
さ

れ
て
い
た
春
の
山
開
き
登
山
会
は
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
10
月
18
日
に

は
秋
の
山
閉
じ
登
山
会
が
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威

が
ま
だ
ま
だ
無
く
な
ら
な
い
世
の
中
で
す

が
、
感
染
拡
大
防
止
対
策
は
そ
れ
ぞ
れ
気

を
つ
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ぜ
ひ
多
く

の
方
に
摩
耶
山
登
山
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
登
山
後
は
ぜ
ひ

あ
つ
み
温
泉
へ
！
）

※
旧
朝
日
村
側
の
倉
沢
登
山
口
か
ら
の

ル
ー
ト
は
、
令
和
2
年
度
は
鎖
や
は
し
ご

等
を
設
置
し
な
い
た
め
利
用
で
き
な
い
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

は
ま
だ
登
山
道
に
残
雪
が
あ
り
ま
す
が
、

昨
冬
の
少
雪
の
影
響
か
雪
は
ど
こ
に
も
な

く
、山
の
中
は
す
で
に
初
夏
の
空
気
が
漂
っ

て
い
ま
し
た
。
登
山
道
自
体
も
特
に
問
題

は
無
く
、
順
調
に
山
頂
ま
で
登
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
山
頂
は
広
く
は
な
い
で
す

が
、
特
に
東
側
の
眺
望
が
よ
く
、
眼
下

に
広
が
る
緑
の
山
々
か
ら
遠
く
は
朝
日
連

峰
、
月
山
ま
で
広
大
な
景
色
を
望
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

下
山
後
、
例
年
は
調
査
報
告
会
に
て
調

査
結
果
を
参
加
者
同
士
で
共
有
す
る
の
で

す
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
、
そ
の
ま
ま
解

散
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
に
よ
り
、
雪
解
け
後
の
登
山

道
被
害
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
と

も
に
、
調
査
と
同
時
に
観
光
協
会
摩
耶
山

支
部
の
方
々
に
よ
っ
て
登
山
口
や
登
山
道

令
和
２
年
度

摩
耶
山
雪
害
調
査
を
実
施

庄
内
森
林
管
理
署

出発前の打合せ風景

山頂からの眺望

調査風景
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四
季
ご
と
の
様
変
わ
り
で
、
見
る
者
を
魅
了

し
、
多
く
の
方
を
こ
の
山
々
へ
誘
い
ま
す
。

　
さ
て
、
仕
事
の
方
で
す
が
、
多
く
の
方
が

登
山
や
山
菜
採
取
に
こ
の
地
を
訪
れ
る
事

は
、
着
任
前
か
ら
噂
で
聞
い
て
お
り
ま
し

た
。
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
こ
の
地
が
国
有
林
で
あ
る
事
が
、
来
訪

さ
れ
た
方
の
心
に
響
く
様
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
立
て
看
板
を
設
置
し
て
、
国
有
林
の
P
R

と
環
境
美
化
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
事
務
所
の
あ
る
西
川
町
大
井

沢
地
区
の
方
々
に
は
、
国
有
林
野
事
業
の
お

知
ら
せ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
種
制
度
の

ご
案
内
を
「
こ
ん
に
ち
わ
国
有
林
で
す
」
と

い
う
回
覧
板
を
作
成
し
て
、
全
戸
に
周
知
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
当
方
の
管
内
で
は
３
社
の
事
業
体

が
製
品
生
産
請
負
契
約
に
よ
り
、
国
有
林
の

立
木
伐
採
を
実
施
し
て
お
り
、
現
場
監
督
員

業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
伐
採
の
や
り
方

も
昔
の
様
に
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
伐
採
し
て
ト
ラ

ク
タ
で
運
材
す
る
方
式
か
ら
、
車
両
系
木
材

伐
出
機
械
（
ハ
ー
ベ
ス
タ
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

　
私
の
勤
務
し
て
い
る
中
村
森
林
事
務
所

は
、
山
形
県
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
北
に
は
今
か
ら
1
3
0
0
余
年
前
に

奈
良
時
代
の
崇
峻
天
皇
の
子
、
蜂
子
（
は
ち

こ
の
）
皇
子
が
京
都
か
ら
海
を
渡
っ
て
北
上

し
、
岸
壁
に
舞
う
八
人
の
乙
女
に
心
奪
わ
れ

山
形
に
上
陸
し
、
そ
の
後
、
三
本
の
足
を
持

つ
カ
ラ
ス（
八
咫
烏
）
に
導
か
れ
、「
出
羽
三

山
」
を
開
山
し
ま
し
た
。
出
羽
三
山
は
羽
黒

山
、
湯
殿
山
、
月
山
の
三
山
で
構
成
さ
れ
、

東
北
で
唯
一
、
皇
族
の
墓
が
在
る
こ
と
で
も

有
名
で
す
。

　
ま
た
南
に
は
、
鎌
倉
時
代
に
北
条
時
頼
に

よ
り
閉
山
弾
圧
を
受
け
た
と
伝
わ
る
「
霊
峰

大
朝
日
岳
」
を
中
心
と
す
る
大
朝
日
連
峰
の

稜
線
が
連
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
多

く
の
歴
史
に
彩
ら
れ
た
人
気
の
高
い
山
々
で

あ
り
「
に
っ
ぽ
ん
百
名
山
」
に
数
え
ら
れ
、

多
く
の
登
山
者
が
こ
の
地
を
訪
れ
ま
す
。

　
中
村
森
林
事
務
所
は
、
出
羽
三
山
と
大
朝

日
連
峰
の
狭
間
に
位
置
し
て
お
り
、
標
高
も

高
く
山
形
県
で
唯
一
の
特
地
勤
務
（
へ
き

地
）
箇
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
冬
に
は
一
夜

三
尺
の
雪
で
全
て
を
覆
い
隠
し
、
春
に
な
れ

ば
冬
を
堪
え
忍
ん
だ
新
緑
の
息
吹
、
秋
に
は

ま
っ
赤
に
彩
り
冬
支
度
を
整
え
る
。
そ
ん
な

等
）
を
用
い
て
、
伐
採
か
ら
造
材
を
同
時
に

行
う
手
法
に
変
化
し
て
お
り
、
林
業
労
働
者

一
人
あ
た
り
が
一
日
に
丸
太
に
仕
上
げ
る
生

産
性
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
、
低
コ
ス

ト
林
業
プ
ロ
セ
ス
へ
の
変
換
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
体
へ
監
督
員
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
う
え
で
、
各
機
械
の
性
能
や
手

法
、
何
よ
り
も
作
業
上
の
安
全
確
保
の
た
め

に
は
、
機
械
の
特
性
や
危
険
因
子
を
知
り
、

共
有
す
る
事
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た

め
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
ハ
ー

ベ
ス
タ
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
・
フ
ォ
ワ
ー
ダ
等
の

講
師
職
運
転
資
格
を
取
得
し
、
ベ
ー
ス
マ
シ

ン
を
操
作
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
同
じ
目
線

で
安
全
配
慮
事
項
を
考
慮
し
、
危
険
因
子
の

洗
い
出
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
現
在
、
全
産
業
に
お
い
て

林
業
部
門
は
ワ
ー
ス
ト
の
労
働
災
害
発
生
率

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
数
値
を
少
し
で

も
減
ら
す
こ
と
が
、
私
た
ち
現
場
第
一
線
の

使
命
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
も
業
務
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

第一線の使命
山形森林管理署　首席森林官　川越　修

入林される方に国有林を PR する
歓迎看板

大井沢地区の全戸に配布している PR 誌

プロセッサの運転を終えて
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2020
森林官からの手紙

　

遠
野
支
署
で
は
、
５
月
26
日(

火)

に
、

早
池
峰
山
の
河
原
の
坊
登
山
道
に
設
置
し

て
い
る
シ
カ
に
よ
る
食
害
か
ら
高
山
植
物

を
保
護
す
る
た
め
の
柵
の
ネ
ッ
ト
を
張
る

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
冬
の
間
、

た
た
ん
で
い
た
ネ
ッ
ト
を
再
び
張
る
作
業

で
す
。
雪
で
折
れ
た
り
流
さ
れ
た
り
し
た

支
柱
を
交
換
し
、
回
収
す
る
作
業
も
行
い

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
昨
年
よ
り
も
１
か
月
早
く
、

雪
融
け
と
同
時
に
ネ
ッ
ト
を
張
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
シ
カ
の
食
害
に
対
す
る
高

い
防
止
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

局
長
感
謝
状
は
、
毎
年
度
国
有
林
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
国
民
参
加
の
森
林
づ

く
り
の
推
進
や
技
術
の
開
発
・
普
及
・
巡

視
・
保
全
活
動
や
環
境
教
育
等
に
自
主
的

に
取
り
組
み
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ

た
個
人
や
団
体
等
に
対
し
、
東
北
森
林
管

理
局
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

令
和
2
年
度
は
田
中
建
設
工
業
株
式
会

社
が
局
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
6
月
30
日

（
火
）
同
社
社
屋
に
お
い
て
社
員
に
見
守

ら
れ
る
中
、
仙
北
谷
彰
三
八
上
北
森
林
管
理
署
長
か
ら

同
社
田
中
進
代
表
取
締
役
社
長
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
、

こ
れ
ま
で
の
森
林
づ
く
り
活
動
等
へ
の
貢
献
を
た
た
え

ま
し
た
。

　

同
社
は
、
国
内
有
数
の
観
光
地
で
あ
る
十
和
田
湖
の

国
道
１
０
２
号
（
奥
入
瀬
バ
イ
パ
ス
）
建
設
工
事
施
工

に
携
わ
り
、
平
成
９
年
開
通
後
は
道
路
の
維
持
管
理
を

担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
翌
年
の
平
成
10
年
か
ら
平
成

18
年
ま
で
同
社
社
員
、
平
成
16
年
か
ら
は
同
社
社
員
と

親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
し
た「
創
栄
会
」

の
会
員
も
参
加
し
て
、
道
路
清
掃
奉
仕
活
動
及
び
国
道

沿
線
の
国
有
林
に
ブ
ナ
林
景
観
向
上
の
た
め
、
ブ
ナ
の

苗
木
植
樹
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
12
月
に
は
、
同
社
は
当
署
と
「
ふ
れ
あ
い

の
森
に
お
け
る
森
林
づ
く
り
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
、
引
き
続
き
平
成
19
年
か
ら
令
和
元
年
ま
で
毎
年
継

続
し
て
ブ
ナ
の
苗
木
１
０
０
本
を
植
樹
す
る
と
共
に
、

森
林
教
室
の
開
催
及
び
、
国
道
１
０
２
号
沿
線
約
８
㎞

の
道
路
清
掃
奉
仕
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
有
林
（
０
・
３
０
ha
）
に
お
い
て
も
、
ブ

ナ
の
幼
木
（
３
５
０
本
）
を
植
樹
・
育
樹
し
ブ
ナ
の
森

を
設
定
す
る
な
ど
意
欲
的
に
活
動
し
、
森
林
整
備
の
必

要
性
に
も
多
大
な
理
解
を
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
の
森
協
定
は
目
的
達
成
に
よ
り
令
和
元
年

度
で
終
了
し
、
令
和
２
年
度
か
ら
は
新
た
に
「
社
会
貢

献
の
森
」
協
定
を
締
結
し
、
三
沢
海
岸
で
の
防
風
林
造

成
を
通
じ
て
引
き
続
き
精
力
的
に
植
樹
活
動
を
継
続
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
し
た
。・
・
・
が
、
初
年
度
で

あ
る
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
を
鑑
み
、

無
念
の
中
止
と
し
ま
し
た
。

　

森
林
づ
く
り
の
大
切
さ
を
従
業
員
や
家
族
等
に
伝
え

広
め
、
植
樹
・
育
樹
活
動
を
地
域
の
先
頭
に
立
ち
実
施

し
て
い
く
こ
と
に
よ
る
、
地
域
・
社
会
へ
の
森
林
づ
く

り
へ
の
活
動
普
及
効
果
は
と
て
も
大
き
く
、
森
林
・
林

業
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

植
生
保
護
柵
の
ネ
ッ
ト
上
げ

遠
野
支
署

国
民
の
森
林
（
も
り
）
づ
く
り

推
進
功
労
者
へ

局
長
感
謝
状
の
贈
呈

三
八
上
北
森
林
管
理
署

感謝状贈呈の様子

支署職員によるネット張り

ブナの苗木植樹の様子国道 102 号沿線の道路清掃奉仕活動
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四
季
ご
と
の
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変
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で
、
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る
者
を
魅
了

し
、
多
く
の
方
を
こ
の
山
々
へ
誘
い
ま
す
。

　
さ
て
、
仕
事
の
方
で
す
が
、
多
く
の
方
が

登
山
や
山
菜
採
取
に
こ
の
地
を
訪
れ
る
事

は
、
着
任
前
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ら
噂
で
聞
い
て
お
り
ま
し
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。
国
有
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フ
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を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
こ
の
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が
国
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来
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に
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に
、
オ
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立
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看
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を
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国
有
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の
P
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と
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化
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展
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て
お
り
ま
す
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ま
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、
森
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事
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井
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地
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に
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事
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の
お
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の
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と
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各
種
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の
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内
を
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こ
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に
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国
有
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で
す
」
と

い
う
回
覧
板
を
作
成
し
て
、
全
戸
に
周
知
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
当
方
の
管
内
で
は
３
社
の
事
業
体

が
製
品
生
産
請
負
契
約
に
よ
り
、
国
有
林
の

立
木
伐
採
を
実
施
し
て
お
り
、
現
場
監
督
員

業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
伐
採
の
や
り
方

も
昔
の
様
に
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
伐
採
し
て
ト
ラ

ク
タ
で
運
材
す
る
方
式
か
ら
、
車
両
系
木
材

伐
出
機
械
（
ハ
ー
ベ
ス
タ
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

　
私
の
勤
務
し
て
い
る
中
村
森
林
事
務
所

は
、
山
形
県
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
北
に
は
今
か
ら
1
3
0
0
余
年
前
に

奈
良
時
代
の
崇
峻
天
皇
の
子
、
蜂
子
（
は
ち

こ
の
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皇
子
が
京
都
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を
渡
っ
て
北
上
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に
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の
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心
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陸
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足
を
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を
開
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し
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は
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、
湯
殿
山
、
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の
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山
で
構
成
さ
れ
、

東
北
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唯
一
、
皇
族
の
墓
が
在
る
こ
と
で
も

有
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で
す
。

　
ま
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に
は
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鎌
倉
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代
に
北
条
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に

よ
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閉
山
弾
圧
を
受
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た
と
伝
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大
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岳
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と
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る
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連
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史
に
彩
ら
れ
た
人
気
の
高
い
山
々
で

あ
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「
に
っ
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ん
百
名
山
」
に
数
え
ら
れ
、

多
く
の
登
山
者
が
こ
の
地
を
訪
れ
ま
す
。

　
中
村
森
林
事
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所
は
、
出
羽
三
山
と
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日
連
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の
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に
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高
く
山
形
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唯
一
の
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地
勤
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き

地
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と
な
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ま
す
。
冬
に
は
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三
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の
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で
全
て
を
覆
い
隠
し
、
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に
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冬
を
堪
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忍
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だ
新
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の
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、
秋
に
は

ま
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彩
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支
度
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え
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な

等
）
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、
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造
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同
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行
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化
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、
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業
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人
あ
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に
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に
仕
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ま
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。

　
こ
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事
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と
し
て
の
役
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果
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え
で
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や
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を
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、
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不
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、
チ
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ん
の
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、
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の
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運
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取
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、
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作
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ペ
レ
ー
タ
ー
と
同
じ
目
線

で
安
全
配
慮
事
項
を
考
慮
し
、
危
険
因
子
の

洗
い
出
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
現
在
、
全
産
業
に
お
い
て

林
業
部
門
は
ワ
ー
ス
ト
の
労
働
災
害
発
生
率

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
数
値
を
少
し
で

も
減
ら
す
こ
と
が
、
私
た
ち
現
場
第
一
線
の

使
命
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
も
業
務
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

第一線の使命
山形森林管理署　首席森林官　川越　修

入林される方に国有林を PR する
歓迎看板

大井沢地区の全戸に配布している PR 誌

プロセッサの運転を終えて

TO
H

O
KU

 SHINRIN KYO
K

U

2020
森林官からの手紙
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ブナ巨木

山頂の標柱と三角点

クマよけの一斗缶とルート案内板

左手奥が太平洋、風力発電施設と石油備蓄基地

the Noted Place of My Jurisdiction

我
が
署
の
名
所

三
八
上
北
森
林
管
理
署
管
内

太
平
洋
と
陸
奥
湾
を
一望
!!

　
上
北
郡
六
ヶ
所
村
は
、
青
森
県
下
北
半
島
の
付
け
根
に
位
置
し
、
東

は
太
平
洋
側
に
面
し
、
西
部
は
横
浜
町
、
野
辺
地
町
と
相
対
し
、
南
部

は
小
川
原
湖
を
境
に
三
沢
市
、
東
北
町
に
、
北
部
は
東
通
村
に
接
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
村
の
北
部
に
位
置
す
る
ぼ
ん
て
ん
山
を
紹
介
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
春
に
地
元
登
山
愛
好
者
ら
で
「
六
ヶ
所
山
岳
会
」
が
発
足

し
ま
し
た
。
同
会
の
大
き
な
目
的
の
一
つ
に
古
く
か
ら
手
軽
に
登
れ
る

山
と
し
て
、
小
学
校
の
遠
足
が
行
わ
れ
る
な
ど
地
域
の
人
々
に
愛
さ
れ

て
き
た
が
、
小
学
校
の
統
廃
合
に
伴
い
登
山
者
が
減
り
、
い
つ
し
か
登

山
道
は
サ
サ
で
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
た
「
ぼ
ん
て
ん
山
」
の
登
山
道
を
整

備
し
、
村
の
自
然
の
豊
か
さ
を
村
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
と
あ
り
、
村

教
育
委
員
会
も
「
村
民
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
整
備
等
を
後

押
し
し
、
登
山
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
規
模
を
縮
小
し
て
開
催

に
向
け
日
程
を
含
め
検
討
中
で
す
。

　
六
ヶ
所
村
営
牧
場
の
「
ぼ
ん
て
ん
山
登
山
道
入
口
」
の
看
板
前
を
ス

タ
ー
ト
し
、
ス
ギ
・
カ
ラ
マ
ツ
等
の
針
葉
樹
林
に
沿
っ
て
進
む
と
緩
や

か
に
傾
斜
が
き
つ
く
な
っ
て
き
ま
す
が
、
ブ
ナ
林
が
原
生
す
る
林
内
に

入
る
と
澄
ん
だ
空
気
と
マ
ッ
チ
し
て
全
身
が
癒
や
さ
れ
る
空
間
と
な

り
、
勾
配
も
気
に
な
ら
な
い
く
ら
い
爽
や
か
な
気
分
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
登
山
道
沿
い
に
推
定
樹
齢
４
０
０
年
以
上
、
幹
回
り
が
４
ｍ
以
上

の
ぼ
ん
て
ん
山
の
象
徴
と
言
わ
れ
る
ブ
ナ
の
巨
木
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　
標
高
４
６
８
ｍ
と
高
く
は
な
い
「
ぼ
ん
て
ん
山
」
で
す
が
、
そ
の
眺

望
は
す
ば
ら
し
く
左
手
に
太
平
洋
と
右
手
に
陸
奥
湾
が
一
望
で
き
、
石

油
備
蓄
基
地
、
太
陽
光
・
風
力
発
電
施
設
な
ど
が
集
積
し
、
他
に
類
を

三
八
上
北
森
林
管
理
署

〒
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0
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（
六
ヶ
所
村・ぼ
ん
て
ん
山
）

み
な
い
化
石
燃
料
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
を
展
望
で
き
ま
す
。

　
一
方
、
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
あ
り
山
岳
会
な
ど
は
「
ク
マ
注
意
」
の

看
板
の
ほ
か
、
ク
マ
に
人
間
の
存
在
を
知
ら
し
め
る
た
め
、
叩
い
て
音

を
出
す
一
斗
缶
を
数
カ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
往
復
３
時
間
程
度
の
登
山
と
な
り
ま
す
が
、
登
山
道
・
ル
ー
ト
案
内

板
が
き
ち
ん
と
整
備
さ
れ
気
持
ち
よ
く
登
山
で
き
る
こ
と
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
山
頂
か
ら
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎交通アクセス　
東北新幹線七戸十和田駅から車で約1時間
六ヶ所村出戸地区の国道338号沿の案内看板「ぼんてん山登山道入口」に
従い進み、登山口の案内板前に駐車可能

至　八戸市

至　むつ市

案内看板
六ヶ所村
出戸地区

六ヶ所村役場○

至　青森市
十和田市

ぼんてん山


